
○ 公的研究費不正防止計画推進チーム（防止計画推進部署）の活動によ
り研究費不正に関する啓発活動等を着実に推進 ③

○ コンプライアンス教育は、公的研究費の応募者・受給者を対象に、対
面講義形式で実施 ②

○ コンプライアンス教育における講義資料を大学独自に作成 ②

○ コンプライアンス教育の講義終了後、アンケート方式により理解度を
確認 ②

○ 経理担当者が都度、研究者の発注を慎重に確認し、誤った発注が発生
しないように、単価10万円以上の物品（固定資産）については発注・
支払ともに研究者が関与しないようにルール化、また、総計20万円未
満の消耗品は教員立替を認めているが、今後は大学一括で支払うこと
のできる発注システムの導入を検討 ③

大同大学の取組例（令和４年度）

※各機関の取組例は、その機関の規模や特性などによって異なるため、全ての機関
の参考・適用できるものではありません。あくまでも参考としてご覧いただくこ
とを目的に掲載しています。

不正防止対策強化の３本柱
①ガバナンス強化 ②意識改革 ③不正防止システムの強化

（①～③で最も関連性が高いと考えられる番号に整理し記載）

参考資料

・大同大学ホームページ

・誓約書

・大同大学公的研究費の運営・管理に係る責任体系図

https://www.daido-it.ac.jp/research/management/


 

最高管理責任者 

学長 神保 睦子 殿 

 

誓 約 書 

 

 私は、科学研究費助成事業等の競争的研究費の管理・執行において、下記の事項を誓約

します。 

 

記 

 

①関係する法律及び本学の規則等を遵守します。 

 

②競争的研究費の執行・管理において不正を行いません。 

 

③規則等に違反して不正を行った場合は、本学、配分機関等により処分を受け、また、     

法的な責任を負います。 

 

 

 

 

            

                 ２０２２年  月  日 

 

所属 

 

職名 

 

    氏名（自署） 



公的研究費配分機関

不正事案の報告 ●不正防止対策の策定等の審議 連携・協議

［学　　長］ ●大学全体を統括し、公的研究費の最終責任を負う

設置

・統括管理責任者［副学長（研究担当）］

・最高管理責任者が指名する者  若干名 ・コンプライアンス推進責任者 ・統括管理責任者［副学長（研究担当）］

・コンプライアンス推進責任者 ・経理室長 ・最高管理責任者が指名する 本学の教職員

・総務室長 ・研究・社会連携推進室長 ・本学に属さない第三者

・経理室長

・研究・社会連携推進室長 報告

●不正防止計画の策定

●管理・運営の実態把握/検証

●不正使用発生要因の改善策立案

・経理室

・管財室

・研究・社会連携推進室

申立て・相談

関係資料の提出・事実の証明等の要求、事情聴取等

●最高管理責任者を補佐し、公的研

究費の実質的な権限と責任を持つ

統括管理責任者公的研究費不正防止計画推進チーム

●不正使用の有無／内容、関与した者及び

程度、不正使用額等の調査

研　究　者

［大学事務部長］

コンプライアンス推進責任者

調査委員会［副学長（研究担当）］ 内部監査チーム

業　者

申立て窓口

[総務室]

相談窓口

[研究・社会連携推進室]

事務局

●不正防止策、コンプライアンス教

育、モニタリング、改善指導等の実

施

最　　高　　管　　理　　責　　任　　者

内部監査結

果の報告

大同大学公的研究費の運営・管理に係る責任体系図

調査結果の

報告

監  事 監　査　法　人

常　勤　理　事　会

構成員：理事長（議長）、常務理事、

理事（常勤）

オブザーバ：監事（常勤）、副学長
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